





























The Significance of Marcel Mauss’s “Gift Exchange” Theory





































































































































































































































































































































































































































21） Bataille, G., La part maudite, Minuit, 1967, pp.76-77（邦訳『呪われた部分』（生田耕作訳）二見書房、50頁（1973））
22）白石嘉治『不純なる教養』青土社、92〜93頁（2010）






29） バタイユの「非―知」論については、『バタイユ全集』の第八巻（Œuvres complètes de Georges Bataille, VIII, 
Gallimard, 1976）に所収の「非―知」についての四つの講演（「非―知のもたらすもの」「死の教え」「非―
知と反抗」「非―知、笑い、涙」〔邦訳『非―知』（西谷修訳）平凡社（1999）〕）を参照。
30）Mauss, op. cit., p.150（邦訳、17頁）





















44） 今村仁司も次のように述べている。「贈与体制における人間と物との保有関係を、モースはla propriété 
personnelleと名づけるが、このフランス語は、私的所有の意味での「個人的所有」とは翻訳できない。そ
れは「人格的所有」と翻訳する以外にはできない」（今村、前掲書、198頁）
45） 「イマジネールな大学」については、岡山茂「市民とは誰か、市民のための大学とは何か」、大学評価学会年報『現
代社会と大学評価』（第13号）晃洋書房、11〜22頁（2017）を参照。
